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まえがき
Rapid SQL は、 Microsoft SQL Server、 Oracle、 Sybase Adaptive Server、 InterBase/Firebird、 IBM DB2 for Linux/Unix/
Windows、 および IBM DB2 for z/OS の各データベース上に存在するサーバー側オブジェク トの作成、 編集、 バージ ョ
ン管理、 チューニング、 および配置を可能にする統合開発環境です。 この統一されたデータベース開発環境は、 SQL 
スク リプ ト作成、 オブジェク ト管理、 リバース  エンジニア リ ング、 データベース  プロジェク ト管理、 バージ ョ ン管
理、 およびスキーマ配置を容易にする広範囲なグラフ ィカル ツールを提供しています。 Rapid SQL を利用する と、 プ
ログラマは、 高品質でハイパフォーマンスのク ライアン ト / サーバー アプリ ケーシ ョ ンや Web ベース  アプリ ケー
シ ョ ンを、 よ り正確に短期間で作成、 保守できます。

Rapid SQL について
Rapid SQL は、 テス ト環境、 開発環境、 または実稼働環境において複数のベンダの DBMS を使用している組織内の
複数の職務で使用できるツールを提供します。

主な職務分野
データベース管理ツール - Rapid SQL で使用する前に、 データソースを登録する必要があ り ます。 データソースは、
手動で登録するこ と も、 半自動で登録するこ と も可能です。 ス ト レージはレジス ト リでもファ イルでもよ く、 ネッ ト
ワーク  ス ト レージというオプシ ョ ンを選択する と、 データソース  カタログを共有するこ とが容易になり ます。

オブジェク ト管理ツール - Rapid SQL では、 各 DBMS の幅広いデータベース  オブジェク トやそれに関連する要素を
サポート しています。 新しいオブジェク ト を作成したり、 既存のオブジェク ト を編集したり、 共通、 汎用、 または 
DBMS 固有のアクシ ョ ンをサポートするさまざまなオブジェク ト操作を使用するこ とができます。

スクリプ ト作成環境 - Rapid SQL では、 SQL、 DDL、 Java Script および Active Script の開発に特化した、 豊富な機能を
持つ環境を提供しています。 必要に応じて実行オプシ ョ ンを指定するこ とができるほか、 ロールバッ ク / コ ミ ッ トや
クエ リ  プラン オプシ ョ ンといった環境固有の関連機能が提供されています。 関連するコーディング支援機能には、
作成時の意味および構文の検証、 テキス ト置換シ ョート カッ ト 、 ビジュアルなクエリ作成ツールなどがあ り ます。 関
連する実行ツールには、 スク リプ トやファ イルの実行ツールなどがあ り ます。

データ  ユーティ リテ ィ  - データ  エディ タでは、 リ アルタイムでテーブルを編集するこ とが可能で、 編集可能なすべ
てのデータ型がサポート されており、 Unicode オプシ ョ ンも提供されています。 スプレッ ドシート などの形式から
テーブル データをインポートするこ と もできます。

プロジェク ト管理 - Rapid SQL データベース  プロジェク ト管理ツールを使用する と、 データベース  オブジェク トや 
SQL スク リプ トの編成、 変更、 変更管理を行う こ とができます。 プロジェク ト管理ツールは、 データベース  プロ
ジェク トのすべてのソース  コードを保持する リポジ ト リの役割を果たします。 Rapid SQL にはバージ ョ ン管理機能や
ビルド管理ツールも組み込まれているため、 プロジェク トの管理やビルドが容易になり ます。

その他の時間節約 / 生産性向上のためのツール - Rapid SQL 環境で作業を行う と、 データベースやファイルの検索
ツール、 ファ イルやデータベース  オブジェク トのビジュアルな差分比較機能、 Microsoft Windows のタスク  スケ
ジューラを使用するこ とができます。

ライセンス固有のアドオン - ご購入いただいたライセンスによっては、 以下のツールを使用するこ とができます ：

• コード  アナリ ス ト を使用する と、 コードのどの行で時間がかかっているかを特定できます。 詳細な応答時間分

析、 1 つまたは複数の手続きや関数の実行のベンチマーク、 応答時間測定値の保存、 現在の実行時間との高度

な比較などを行う こ とができます。

• IBM DB2 for Linux/Unix/Windows、 Oracle、 Sybase、 SL Server 用に提供されているデバッガを使用する と、 関数

や手続きのテス ト を行う こ とができます。 Oracle データソースではプロファイラを使用可能です。
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まえがき
特定ユーザーにとっての利点
Rapid SQL は、 以下のよ うなユーザーに利点をもたらします ：

本ガイドについて
本ガイ ドは大き く  3 つに分かれています ： 

• 「Rapid SQL のインス トール」 には、 技術要件のリ ス ト 、 DBMS バージ ョ ン サポートの詳細、 インス トール処理

の概要、 ライセンスの詳細が含まれています。

• 「チュート リ アル」 は、 Rapid SQL について学ぶための題材とな り ます。 主な機能についてわかりやすく解説し

ているため、 独力で作業するのに十分な知識を身に付けるこ とができます。

• 「新機能」 では、 現在の主要リ リースで行われたすべての機能更新について説明します。

データベース管理者 Rapid SQL を使用する と、 データベース管理者は、 限られた時間で、 よ り多くの仕事を
成し遂げるこ とができます。 オブジェク トに変更を加える際は、 スキーマの依存関係を
調査するための面倒な作業が不要になり ます。 また、 数時間または数日はかかる  DBA の
仕事を数分に短縮する多くのユーティ リ ティが含まれています。 

Rapid SQL では使いやすいグラフ ィカル ユーザー インターフェイス （GUI） が提供され
ているため、 データベース開発者は、 プラ ッ ト フォームに固有の知識がなくても、 ク ロ
スプラ ッ ト フォーム環境ですぐに生産性を上げるこ とができます。 一般的に言う と  GUI、
具体的にはウ ィザードやエディ タを使用する と、 従来のよ うに手でコーディングした り
その他の手動の方法で行う よ り も、 時間を節約するこ とができます。

開発者 機能豊富なスク リプ ト作成環境のほかに、 Rapid SQL ではいくつかのクロスプラ ッ ト
フォーム コード生成オプシ ョ ンを提供しています。 これは、 開発者が構文的および機能
的に正しい SQL コードを最初に作成するのに役立ちます。 

コーディング ツールのほかに、 オブジェク ト作成ウ ィザードやグラフ ィカル オブジェ
ク ト  エディ タが備わっているため、 新規にアプ リ ケーシ ョ ン データベースを作成する
場合にも時間と労力を大幅に削減できます。

Rapid SQL を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンやデータベース  システム全体を別の環境に
移動するこ と も簡単にできます。

プロジェク ト  マネージャ プロジェク ト管理ツールやバージ ョ ン管理システムが統合されているため、 基本的なプ
ロジェク ト管理を行う こ とができます。
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エンバカデロ ・ テク ノ ロジーズのアプリ ケーシ ョ ンを登録するには、 まず、 最低限の動作環境を満たす必要があ り ま
す。 最低限の動作環境をすべて満たせば、 Rapid SQL をインス トールできます。 インス トール後、 アプリ ケーシ ョ ン
のライセンスを登録する必要があ り ます。

その方法を以下のト ピッ クを通じて順に説明します。

• 動作環境

• データベースのサポート

• Rapid SQL のインス トール

• ラ イセンス登録

最後に、 詳細については、 「補足的な製品情報源」 （16 ページ） を参照してください。

動作環境
Rapid SQL は、 Microsoft Windows 環境で動作する  32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンです。 Rapid SQL を使用する前に、 お
使いの環境が以下の要件を満たしているかど うか確認して ください。

• ハードウェア要件 

• オペレーティング システム要件 

メモ ： ユーザーは、 インス トール時にレジス ト リに対するすべての権限が必要で、 インス トール後は
レジス ト リの HKEY_CURRENT_USER 下のキーにアクセスできる必要があ り ます。

ハードウェア要件
エンバカデロ ・ テク ノ ロジーズでは、 最低でも以下のハードウェア要件を満たすこ とをお勧めします。

• 1024 MB のメモ リ  

• 512 MB の空きディ スク領域 

オペレーティング システム要件
Rapid SQL では以下のオペレーティング システムをサポート しています ： 

• Windows XP （32 ビッ トおよび 64 ビッ ト ）

• Windows Vista （32 ビッ トおよび 64 ビッ ト ）

• Windows 7 （32 ビッ トおよび 64 ビッ ト ）

詳細については、 以下のト ピッ クを参照して ください。

• XP のサポート  

• Vista と  Windows 7 のサポート  

• 32 ビッ ト版および 64 ビッ ト版オペレーティング システムのサポート と制限事項 
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XP のサポート  
Windows XP には以下の 2 種類のユーザー セキュ リティ  グループがあ り ます。 

• Users 

• Power Users 

Microsoft では、 アプリ ケーシ ョ ンをインス トールしたりシステムに広範囲の変更を加える権限を  Users グループのメ
ンバにわざと与えていません。 制限 （Restricted） ユーザーは Users グループのメンバです。 標準的なユーザーは 
Power Users グループに属します。 Microsoft では、 プログラムをインス トールする権限を Power Users グループのメン
バに与えています。 エンバカデロ ・ テク ノ ロジーズのアプリ ケーシ ョ ンをインス トールおよび使用するには、
Administrators グループのメンバでなければなり ません。 

制限 （Restricted） ユーザーは Users グループのメンバなので、 エンバカデロ ・ テク ノ ロジーズのアプリ ケーシ ョ ンを
インス トールするこ と も実行するこ と もできません。 

注意 ： エンバカデロ ・ テク ノ ロジーズのアプリ ケーシ ョ ンをインス トールおよび使用するには、
Administrators グループのメンバでなければなり ません。 

所属するグループの決定と  Microsoft セキュ リティ  ガイ ド ラインの確認を行える  [ グループ メ ンバシップ ] タブを開
くには ： 

1 [ コン ト ロール パネル ] で、 [ ユーザー アカウン ト ] を開きます。

2 [ ユーザー ] タブでユーザーを選択し、 [ プロパティ ] ボタンをク リ ッ ク します。

3 [ グループ メンバーシップ ] タブをク リ ッ ク します。

Vista と  Windows 7 のサポート

Windows Vista UAC と  Windows 7 には、 以下の 2 種類のユーザーが用意されています。

• 標準ユーザー

• 管理者

Rapid SQL のインス トールやアンインス トールは管理者が行えます。 また、 標準ユーザーが管理者トークンを使って
行う こ と もできます。 標準ユーザーは Rapid SQL を実行できます。

注意 ： Rapid SQL の実行を目的に標準ユーザー トークンのデフォルト権限を変更しないでください。  
標準ユーザー トークンの権限を変更する と、 ライセンスの問題が生じて、 Rapid SQL が正常に

動作しないおそれがあ り ます。

32 ビッ ト版および 64 ビッ ト版オペレーテ ィング システムのサポート と制限事項

Rapid SQL は 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンで、 64 ビッ ト版 Windows ではエミ ュレーシ ョ ンで動作します。 ただし、
Rapid SQL の動作対象となる各 DBMS に接続するためにインス トールしなければならないク ライアン ト  ソフ ト ウェ
アについては、 Rapid SQL は 32 ビッ ト版のみサポート しています。
8 RAPID SQL XE 2/8.0.1 ク イ ッ ク  ス ター ト  ガイ ド



RAPID SQL のイ ンス ト ール
データベースのサポート
Rapid SQL でサポート しているデータベース  プラ ッ ト フォームとサーバーおよびク ライアン トの要件を以下の表に示
します。

メモ ： Rapid SQL は 32 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンで、 64 ビッ ト版 Windows ではエミ ュレーシ ョ ンで動

作するので、 32 ビッ ト版の DBMS ク ライアン ト  ソフ ト ウェアのみサポート しています。

IBM DB2 for z/OS ストアド  プロシージャの要件
IBM DB2 for z/OS データ  ソースを扱う場合、 Rapid SQL は以下のス ト アド  プロシージャを利用します （これらは 
DB2 サブシステムのセッ ト アップ時にオプシ ョ ンのインス トール ステップと して提供されます）。

• DSNWZP

• DSNUTILS

• ADMIN_COMMAND_DSN

• ADMIN_COMMAND_DB2

IBM DB2 for z/OS データ  ソースに対して Rapid SQL を使用する場合は、 まず、 これらのコンポーネン トがサーバー
にインス トールされているこ とを確認して ください。 詳細については、 http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/
dzichelp/v2r2/topic/com.ibm.db2.doc.inst/stpadd.htm#stpadd を参照してください。

プラッ ト フォーム サーバー クライアン ト

IBM DB2 for z/OS IBM DB2 for z/OS 8 および 9 DB2 Connect ゲート ウェイを経由する場合は、
DB2 Client for Windows 6.0 以降。 ク ラ イアン
トから直接メ インフレームにアクセスする場
合は、 DB2 Connect Personal Edition v6 以上が
ク ライアン ト  マシンに必要。 

IBM DB2 for Linux/Unix/
Windows 

IBM DB2 Universal Database 8.0 - 9.7 IBM DB2 Client for Windows 7.2 以降

メモ ： v8 ク ラ イアン ト を使用する場合、
Rapid SQL では、 Windows、 Linux、 Unix 上の 
v8 データベースへの接続のみサポート しま
す。

InterBase/Firebird InterBase 2007 および InterBase 2009 InterBase 用 DataDirect ODBC ド ラ イバおよび 
InterBase Client

Firebird 2.0 Firebird ODBC Driver

Microsoft SQL Server Microsoft SQL Server 2000、 2005、 2008

メモ ： SQL Server 2005 および 2008 の場合は、
ユーザー、 ログイン、 ロール、 構成パラ メー
タなどのオブジェク ト  タイプのみサポート さ
れます。 現時点では Microsoft .NET 拡張機能
をサポート していません。

Microsoft SQL Server ク ラ イアン ト  ラ イブラ
リ  

MySQL MySQL 4.x （Rapid SQL では 5.x も使用でき
ますが、 その場合はス ト アド  プロシージャ、
ト リガ、 ビューをサポート しません）

MySQL ODBC ド ラ イバ 3.5.1 以上

Oracle Oracle 8i、 9i、 10g、 11g Oracle SQL*Net Client 

Sybase ASE Sybase ASE 12.5 - 15.0.3 Sybase Open Client 
RAPID SQL XE 2/8.0.1 ク イ ッ ク  ス ター ト  ガイ ド 9

http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/dzichelp/v2r2/index.jsp?topic=/com.ibm.db2.doc.inst/stpadd.htm
http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/dzichelp/v2r2/index.jsp?topic=/com.ibm.db2.doc.inst/stpadd.htm


RAPID SQL のイ ンス ト ール
Rapid SQL のインストール
Rapid SQL を正常にインス トールするには、 インス トール ウ ィザードの各パネルで情報の入力や指定を完了する必要
があ り ます。 詳細については、 「インス トール ウ ィザード」 （10 ページ） を参照してください。

インス トール完了後は、 マシンを再起動してから  Rapid SQL を使用するこ とをお勧めします。

注意 ： コマンド  ラインから  Rapid SQL をインス トールする場合は、 必ず、 Rapid SQL の前バージ ョ ン

をすべて手動でアンインス トールして ください。 

インストール ウィザード
Rapid SQL インス トール ウ ィザードでは、 対応するすべてのファイルをマシンにインス トールします。 ウ ィザードで
表示されるパネルは、 アップグレードを行うか初めてインス トールを行うかによって異なり ます。 ウ ィザードの次の
パネルに進むには、 [Next >] をク リ ッ ク します。 インス トールをキャンセルするには、 いつでも  [Cancel] をク リ ッ
ク します。

メモ ： Embarcadero ToolCloud から  Rapid SQL をインス トールする前に、 http://docs.embarcadero.com/
products/xe/ を参照して、 追加要件や改訂された手順を確認して ください。

注意 ： インス トールした Rapid SQL の起動時にライセンスをまだ登録していない場合は、 ライセンス

を登録するよ うに促されます。  詳細については、 「ラ イセンス登録」 （10 ページ） を参照してく

ださい。

次の表は、 Rapid SQL のインス トール時に表示される可能性のあるパネルを理解するのに役立ちます。

ライセンス登録
各 Embarcadero ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンを実行するには、 ラ イセンスが 1 つ以上必要です。 Rapid SQL や ER/
Studio などの Embarcadero 製品には、 その製品の基本機能をサポートする基準ライセンスがあ り ます。 その他に、 特
定の DBMS プラ ッ ト フォームや製品アドオンなどの機能をサポートするのに、 追加ライセンスが必要になる場合が
あ り ます。

詳細については、 以下のト ピッ クを参照して ください。

パネル 説明

[Welcome...] インス トールの開始。

[License Agreement] インス トール ウ ィザードのこのパネルには、 使用許諾契約書が表示されます。 イン
ス トールを続行するには、 [I accept the terms in the license agreement] をク リ ッ
ク します。 [I DO NOT accept the terms in the license agreement] オプシ ョ ンを
選択した場合は、 インス トールの次のステップに進むこ とはできません。 

[Destination Folder] プログラム ファイルの格納先となるフォルダを指定します。  デフォルト  ディ レク
ト リは、 C:\Program Files\Embarcadero\RSQL< バージ ョ ン識別子 >\ です。

[Start Menu] プログラム グループを指定できるほか、 アプリ ケーシ ョ ン  アイコンをデスク ト ッ
プに作成するオプシ ョ ンも選択できます。

[Associate Files] .sql または .eqb の拡張子を持つファイルを  Rapid SQL アプ リ ケーシ ョ ンに関連付け
るかど うかを指定します。

[Ready to install the program] 設定を確認し、 [Install] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

[Installing...] インス トールの進行状況が表示されます。

[Setup Complete] インス トールを終了します。 
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• ラ イセンス登録の概要 

• アプリ ケーシ ョ ンのライセンス登録 

• 起動時のライセンス  カテゴ リの選択 

• オンライン / オフライン モード と同時使用ライセンスのチェッ クアウ ト  

ライセンス登録の概要
以下では、 ライセンス登録の主要ト ピッ クについて概要を説明する と共に、 よ り詳細な情報源を紹介します。

• ラ イセンスの種類と ライセンス製品の表示 

• ト ラ イアル ライセンス、 ワークステーシ ョ ン ラ イセンス、 ネッ ト ワーク  ライセンスの概要 

• Rapid SQL のライセンス製品、 DBMS サポート、 使用可能な機能 

• Rapid SQL XE のライセンス製品、 DBMS サポート、 使用可能な機能 

• ラ イセンスに関する問い合わせ先 

ライセンスの種類とライセンス製品の表示

[Help] メニューから開く こ とができる  [About...] ダイアログには、 お使いのライセンスの種類と現在登録されている
個々のライセンス製品が表示されます。

ト ライアル ライセンス、 ワークステーシ ョ ン ライセンス、 ネッ トワーク  ライセンスの概要

ト ラ イアル ライセンス、 ワークステーシ ョ ン ラ イセンス、 ネッ ト ワーク  ライセンスの 3 種類のライセンスが使用可
能です。

選択できるライセンスの詳細については、 http://www.embarcadero.com/software-licensing-solutions を参照してくださ
い。

Rapid SQL のライセンス製品、 DBMS サポート、 使用可能な機能

個々のライセンス製品は、 使用許諾された DBMS プラ ッ ト フォームに対応しています。 さ らに、 各 DBMS ライセン
ス製品は製品エディシ ョ ンに対応しています。 各ライセンス製品エディシ ョ ンで使用可能な機能を以下の表に示しま
す。

ト ライアル ライセンス 製品のすべての機能を備えた ト ライアル版の 14 日間有効なライセンス。 ト ラ イアル ラ イセン
スを登録してから製品を使用できます。

ワークステーシ ョ ン ライ
センス

特定のワークステーシ ョ ンに関連付けられる単一または一連のライセンス。 製品はそのワー
クステーシ ョ ンでのみ使用できます。 

ネッ トワーク  ライセンス ネッ ト ワーク  ライセンスは中央のライセンス  サーバー （Embarcadero License Center または 
Acresso FLEXnet Publisher） で管理され配布されます。 ネッ ト ワーク  ラ イセンスには、 同期使
用 と  ネッ ト ワーク指名ユーザー の 2 種類があ り ます。 同時使用ライセンスでは、 異なるマ
シン上のユーザーが共有プールにあるライセンスを交代で使用します。 ネッ ト ワーク指名
ユーザー ラ イセンスでは、 ライセンス  サーバーのユーザー リ ス トに設定されている特定の
ユーザーにライセンスがあらかじめ割り当てられます。 それらのユーザーは必ずいつでも ラ
イセンスを使用できます。 

メモ ： 同時使用ライセンスを借用して、 ネッ ト ワーク接続せずに使用するこ とができます。 
詳細については、 オンライン / オフライン モード と同時使用ライセンスのチェッ クアウ
ト  を参照してください。
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• Standard - データソース管理、 オブジェク ト管理、 SQL 編集および実行、 標準ツールおよびユーティ リ ティな

どのベースライン サポート を提供します。

• Professional - Standard エディシ ョ ンの機能に加えて、 SQL Debugger、 SQL Profiler、 Code Analyst が使用可能。

Rapid SQL XE のライセンス製品、 DBMS サポート、 使用可能な機能

XE のライセンスでは、 サポート されているすべての DBMS プラ ッ ト フォームにアクセスできます。 XE の製品と使
用可能な機能は以下のとおりです。

• XE Pro - データソース管理、 オブジェク ト管理、 SQL 編集および実行、 標準ツールおよびユーティ リ ティ、

SQL Debugger、 SQL Profiler、 Code Analyst などのベースライン サポート を提供します。

ライセンスに関する問い合わせ先

使用可能なライセンス、 使用可能な機能、 ク ライアン ト / サーバーのライセンスに関する質問の送り先は以下のとお
りです。

• ネッ ト ワーク  ライセンスを使用している組織に所属している場合は、 サイ トの Rapid SQL 管理者

• ワークステーシ ョ ン ライセンスを使用している場合は、 エンバカデロ ・ テク ノ ロジーズ代理店
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アプリケーシ ョ ンのライセンス登録
製品登録の詳細については、 以下のト ピッ クを参照して ください。

• インス トール時にト ラ イアル ライセンスまたはワークステーシ ョ ン ライセンスを登録する  

• アプリ ケーシ ョ ンの起動後にワークステーシ ョ ン ライセンスを登録する  

• お問い合わせフォーム 

• ネッ ト ワーク  ライセンスを登録する  

インス トール時にト ライアル ライセンスまたはワークステーシ ョ ン ライセンスを登録する

Embarcadero 製品のト ラ イアル版のダウンロードを開始した後間もな く、 インス トール時に登録しなければならない
シ リ アル番号が電子メールで送られてく るはずです。 同様に、 ト ラ イアル版を使用していない状況で Embarcadero 製
品を購入した場合も、 インス トール時に登録しなければならないシ リ アル番号が送られてきます。

1 インス トールを開始します。 [Embarcadero License Registration] ダイアログが表示されます。

2 電子メールに記載されているシ リ アル番号をコピーして [Serial Number] フ ィールドに貼り付けます。

3 EDN （Embarcadero Developer Network） アカウン トの認証情報を [Login or Email] フ ィールド と  [Password] 
フ ィールドに入力します。 EDN アカウン ト を作成したこ とがないか、 パスワードを忘れた場合は、 [I need to 
create ...] または [I've lost my password] をク リ ッ ク します。

4 [Register] をク リ ッ ク します。

アクティベーシ ョ ン ファ イルが自動的にダウンロード され、 インス トールされるはずです。 そ うならない場合は、
[Trouble Connecting? Try Web Registration] リ ンクをク リ ッ ク し、 表示される指示に従います。 それでもまだ問
題がある場合は、 お問い合わせフォーム を参照してください。

アプリケーシ ョ ンの起動後にワークステーシ ョ ン ライセンスを登録する

以下の手順では、 既に電子メールでワークステーシ ョ ン ライセンスを受け取っており、 有効な ト ライアル ライセン
スを現在持っている と仮定しています。 ト ラ イアル版をインス トールしていないか、 ト ラ イアル期間が既に終了して
いる場合は、 代わりに、 「インス トール時にト ライアル ライセンスまたはワークステーシ ョ ン ライセンスを登録す
る」 の手順に従います。

1 [Help] メニューで、 [About...] を選択し、 開いたダイアログで、 [Manage] をク リ ッ ク して、 ライセンス  マネー

ジャ  ダイアログを開きます。

2 [Serial] メニューで、 [Add] を選択します。

3 電子メールに記載されているシ リ アル番号をコピーして [Add Serial Number] ダイアログに貼り付けたあと、

[OK] をク リ ッ ク します。

4 追加したシ リ アル番号を右ク リ ッ ク し、 コンテキス ト  メニューから  [Register] を選択します。 登録ダイアログ

が開きます。

メモ ： [Registration Code] ボッ クスには、 他の登録方法で必要なマシン固有の識別子が表示されま

す。

5 [Register using Online Registration] ラジオ ボッ クスが選択されているこ とを確認します。

6 EDN （Embarcadero Developer Network） アカウン トの認証情報を [DN Login name or Email] ボッ クス と  [DN 
Password] ボッ クスに入力します。 EDN アカウン ト を作成したこ とがないか、 パスワードを忘れた場合は、 [I 
need to create ...] または [I've lost my password] をク リ ッ ク します。
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7 [Register] をク リ ッ ク します。

8 アプリ ケーシ ョ ンの再起動を促された場合は、 [Yes] をク リ ッ ク します。

アクティベーシ ョ ン ファ イルが自動的にダウンロード されインス トールされるはずです。 そ うならない場合は、
[Trouble Connecting? Try Web Registration] リ ンクをク リ ッ ク し、 表示される指示に従います。 それでもまだ問題
がある場合は、 お問い合わせフォーム を参照してください。

お問い合わせフォーム

上記手順のいずれでも問題がある場合は、 カスタマー サポート  センター にある、 お問い合わせフォームよ り問題点
をご連絡ください。 その際には、 以下の情報を伝える必要があ り ます ：

• EDN （Embarcadero Developer Network） アカウン トの認証情報

• ラ イセンス登録の済んでいないアプリ ケーシ ョ ンを起動したと きに開かれた、 [Embarcadero License Registration] 
ダイアログに表示された登録コード

• 製品の基本ライセンス  シ リ アル番号

• 購入した追加機能があれば、 そのライセンス  シ リ アル番号

必要な情報を選択、 入力し、 送信する と、 ケース登録のメールがエンバカデロよ り届きます。 その後、 ト ラブル
シューティングによ り、 サポートセンターによる代行取得が行われた場合には、 アクティベーシ ョ ン ファ イルが添
付された電子メールが送られてきます。 続いて、 以下の作業を行ってください ：

1 アクティベーシ ョ ン ファ イルを、 デスク ト ップや、 c:\temp などの一時ディ レク ト リに保存します。

2 [Help] メニューで [About] を選択し、 開いたダイアログで、 [Register] をク リ ッ ク します。 登録ダイアログが

開きます。

3 [I have received an activation file (*.slip or reg*.txt) ] ラジオ ボッ クスを選択します。

4 [Browse] ボタンをク リ ッ ク し、 [Select License Activation File] ダイアログを使用して、 インス トールしたア

クティベーシ ョ ン ファ イルを探して選択します。

5 [Import] ボタンをク リ ッ ク し、 アクティベーシ ョ ン ファ イルをインポート し、 [Finish] ボタンをク リ ッ ク しま

す。

6 アプリ ケーシ ョ ンの再起動を促された場合は、 [Yes] をク リ ッ ク します。

ネッ トワーク  ライセンスを登録する

ネッ ト ワーク  ライセンスを使用している組織に所属している場合は、 管理者、 所属組織のリーダー、 または同等の
職についている者から、 アクティベーシ ョ ン ファ イルを提供されます。

ファ イルを受け取ったら、 それを製品のメ イン インス トール フォルダの license サブフォルダ （通常は、
C:\Program Files\Embarcadero\<製品 ><バージ ョ ン >\license\） に保存した後、 アプリ ケーシ ョ ンを再起
動します。

これ以上のステップは必要あ り ません。
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起動時のライセンス カテゴリの選択
Rapid SQL の起動時に、 複数のカテゴ リの同時使用ライセンスが利用可能な場合には、 今回起動する  Rapid SQL でど
のカテゴ リ を使用するかを選択するよ う指示されます。 異なる機能を使用したり、 異なるバージ ョ ンの DBMS にア
クセスできるよ うに、 複数のライセンス  カテゴ リ をセッ ト アップするこ とができます。 あるサイ トの購入済みライセ
ンスを最大限に利用できるよ う、 機能や DBMS バージ ョ ンへのアクセスは、 通常、 複数のライセンス  カテゴ リ を使
い分けて行われます。

メモ ： このダイアログには、 選択内容を記憶してそれ以降の起動時に確認を行わないためのオプシ ョ
ンが含まれています。 そのオブジェク ト を選択した場合でも、 [About...] ダイアログ （[Help ｜

About]） の [Select Licenses] ボタンを使用する と、 後で異なるライセンスを選択するこ とが

できます。

個々のライセンス  カテゴ リの詳細について知りたい場合や、 追加の機能や DBMS をサポート してほしい場合には、
ライセンス管理者にお問い合わせください。

オンライン / オフライン モード と同時使用ライセンスのチェ ックアウト
同時使用ライセンスは、 オンライン モードでもオフライン モードでも使用できます。 オンライン モードでは、
License Center への持続的なネッ ト ワーク接続が必要です。 ライセンスは、 Rapid SQL の起動時にチェッ クアウ ト さ
れ、 Rapid SQL の停止時に元どおりにチェッ ク インされます。

また、 オフライン モードでライセンスを使用するこ と もできます。 ライセンスをオフラインで使用するために明示的
にチェッ クアウ トする と、 指定した期間だけ License Center に接続せずに Rapid SQL を使用できます。 これによ り、
移動中の作業、 主な業務場所以外での作業、 ネッ ト ワーク接続が使用不能または不要な場合での Rapid SQL の使用な
どが可能になり ます。 

メモ ： ラ イセンスをオフラインで使用できるかど うか、 オフライン使用期間の上限、 サイ トのオフラ
イン ライセンス方針など、 ライセンスのオフライン使用に起因するあらゆる問題については、

サイ ト管理者までお問い合わせください。

ライセンスをオフラインで使用するためにチェ ックアウトするには ：

1 [Help] メニューで、 [Checkout License] を選択します。 [Check Out Licenses For Offline Use] ダイアログが

開きます。

2 チェッ クアウ トする各ライセンスのチェッ ク  ボッ クスをオンにします。

3 [Checkout Duration] ボッ クスに、 License Center にネッ ト ワーク接続せずにオフライン ライセンスを使用でき

る時間数を、 入力します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

指定した期間だけオフラインで作業できます。 その期間は直ちに始ま り ます。

その後、 ライセンス期間が終了する前に License Center へのネッ ト ワーク接続を確立した場合は、 オフライン ライセ
ンスが必要なくなったこ とを License Center に知らせるこ とができます。 

オフライン ライセンスが必要な く なったことを知らせるには ：

1 [Help] メニューで、 [Checkin License] を選択します。 

Rapid SQL の使用が中断されるこ とはあ り ません。 ライセンスは実際には、 Rapid SQL を停止するまでチェッ ク イン
されません。
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補足的な製品情報源
Embarcadero の Web サイ トは、 製品情報を入手したり、 他にも次のよ うな リ ソースにアクセスできる、 優れた情報源
です。

• リ リース  ノートおよび製品ドキュ メン ト

• 他の Embarcadero アプリ ケーシ ョ ン / データベース開発ツールの情報

• Embarcadero Development Network

• 製品 / テクニカル サポート

• オンライン デモ、 ホワイ ト  ペーパー、 ビデオ プレゼンテーシ ョ ンなどの教育資料 / 製品専門技術資料

• 営業担当者や Embarcadero 販売店の問い合わせ先情報

アクセスするには、 ブラウザで www.embarcadero.com を開いてください。
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この後の例題では、 Rapid SQL の主な機能範囲を詳し く解説します。 この例題を終える と、 Rapid SQL の多くの機能
や特長を理解するための必要な基礎を習得できます。 また、 提供されている主なデータベース管理 / 開発ツールを正
当に管理する方法を習得できます。

本ガイ ドは、 以下のセッシ ョ ンに分かれています。

• セッシ ョ ン 1 ： はじめに

• セッシ ョ ン 2 ： 生産性向上のための機能

• セッシ ョ ン 3 ： ス ク リプ ト作成

• セッシ ョ ン 4 ： コード  ワークベンチでの作業

• セッシ ョ ン 5 ： データベース  プロジェク トの作成

• セッシ ョ ン 6 ： ビジュアル クエ リ  ビルダ

• セッシ ョ ン 7 ： ラ イブ データ  エディ タ

• セッシ ョ ン 8 ： コード  アナリ ス ト

• セッシ ョ ン 9 ： SQL のデバッグとプロファ イ リ ング

この基礎的なチュート リ アルは、 本製品の重要な機能へのロードマップと して使用できます。 また、 Rapid SQL をよ
り深く理解するためにも役立ちます。

チュート リ アル開始後は、 [Help] メニューから  [Help Topics] を選択して、 本チュート リ アルで紹介している多くの
アクティビティを補足し、 実行するためのさまざまな追加情報を参照できます。

セッシ ョ ン 1 ： はじめに
何よ り も先に、 以下の作業を行う必要があ り ます。

• Rapid SQL の起動

• ク ロスプラ ッ ト フォーム データソースの登録

Rapid SQL の起動
Rapid SQL の起動方法は、 評価中のアプリ ケーシ ョ ンの種類によって異なり ます。

• InstantOn 版 - ダウンロード したファ イルをダブルク リ ッ ク して起動します。

• 完全インストール版 - Rapid SQL のスタート  メニューは、 常に [ プログラム｜ Embarcadero Rapid 
SQL<version identifier> ｜ Embarcadero Rapid SQL<version identifier>] の形になり ます。 こ こでの、

<version identifier> は実行中のバージ ョ ンを表します。
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使い始めるには ：

1 Rapid SQL を実行します。

初めて Rapid SQL を起動する と、 ダイアログが開き、 データソースをセッ ト アップするよ う指示されます。

個々のデータソースを手動でセッ ト アップするほかに、 もっと自動化された方法をいくつか利用できます。
Embarcadero の他のツールをインス トールして使用している場合、 Rapid SQL は、 これらのツールで使用中のア

クティブなデータソースをすべて検出できます。 さ らに、 Rapid SQL には、 現在登録されていないデータソー

ス用の DBMS 構成ファイルをシステム上から自動的に検索する、 データソース検出機能があ り ます。 他の 
Embarcadero ツールではデータソース定義をファイルにエクスポートできるため、 その定義をインポートする と

いう方法もあ り ます。

2 このチュート リ アルでは [Cancel] をク リ ッ ク して ください。 データソースは手動で登録します。

Rapid SQL のメ イン ウ ィンド ウが開きます。
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クロスプラッ ト フォーム データソースの登録
今はデータソースを手動で登録します。

1 [Datasource] メニューから  [Register Datasource] を選択します。 [Datasource Registration] ウ ィザードが開

きます。

2 DBMS タイプと して [Microsoft SQL Server] を選択し、 [Next >] をク リ ッ ク します。

3 ネッ ト ワーク上の SQL Server データソースのホスト名を指定します。 データソース名を上書きして

「SAMPLE_DATASOURCE」 にし、 [Next >] をク リ ッ ク します。

4 [User ID] ボッ クス と  [Password] ボッ クスに有効なユーザー認証情報を入力します。 次に、 このデータソース

に接続するたびにユーザー認証情報を入力する必要がないよ うに、 [Auto-Connect?] チェッ クボッ クスをオン

にします。

5 左側のペインから、 [Datasource Group] を選択し、 [MS SQL Server] フォルダを選択して、 [Finish] をク リ ッ

ク します。

メモ ： [Datasource Group] ページを利用する と、 データソースにカテゴ リ を割り当てるこ と もでき

ます。 これによって、 社内のさまざまなサーバー用途 （たとえば、 開発用と本番用） をビジュ
アルに区別するこ とができます。 カテゴ リ分けはカスタマイズ可能です。

6 新規データソースに接続するかど うかを確認されたら、 [Yes] を選択します。

Rapid SQL は、 すべてのサポート  DBMS プラ ッ ト フォームの接続用に、 この使い易い [Datasource Registration] 
ウ ィザードを提供しています。 接続情報は、 プラ ッ ト フォームごとに一度セッ ト アップするだけです。 この情報は、
ローカルに保存したり、 他のエンバカデロ製品から使用できるよ うに、 共通のデータソース  カタログに保存するこ
と も可能です。

デフォルトでは、 Rapid SQL はデータソース定義を、 Windows のレジス ト リに格納しています。 また、 ローカルに
ファイルと して持つこ と も可能です。 これらの方式をサポート しているエンバカデロ製品は、 同じマシン上のデータ
ソース  カタログを共有できます。

ネッ ト ワーク共有ス ト レージを選択するこ と もできます。
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また、 Rapid SQL には、 データソース定義をインポート、 エクスポートする機能もあ り ます。 これを利用する と、
ユーザー間や、 データソース保存方式が異なっても、 データソース定義を共有できます。

セッシ ョ ン 2 ： 生産性向上のための機能
このセッシ ョ ンでは、 よ く使われる時間短縮のための機能を中心に取り上げます。

• データベース  エクスプローラ  ツ リー

• オブジェク ト作成ウ ィザードを使用したオブジェク トの作成

• オブジェク ト  エディ タを使用した既存のオブジェク トの操作

• オブジェク トの文書化とレポート作成

• コード、 ファ イル、 データの操作

• 環境オプシ ョ ンの設定

• [Favorites] タブ

• スク リプ ト とファ イルの操作

• データの表示

• データソース  エクスプローラのビュー設定の保持

• データソース  エクスプローラのブッ クマーク

• キーボード  シ ョート カッ ト とホッ ト キーの設定

• 最近使用したデータソースの参照
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データベース エクスプローラ  ツリー
Rapid SQL を利用する と、 データソース間をナビゲーシ ョ ンした り、 データベース  エクスプローラ  ツ リー上で末端
のデータベース  オブジェク ト まで掘り下げていく作業が、 簡単かつ直感的にできます。 データベース  エクスプロー
ラ  ツ リーには、 登録済みのすべてのデータソース とサーバーが表示され、 Rapid SQL の多くの高度な機能への入口と
な り ます。

1 [Explorer] タイ トルバーをク リ ッ ク し、 [By Object Type] を選択します。

2 [SAMPLE_DATASOURCE ｜ Databases ｜ pubs] ノードを選択して展開し、 このデータベース  オブジェク ト

のサブノードを表示します。
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オブジェク ト作成ウィザードを使用したオブジェク トの作成
データベース  エクスプローラ  ツ リーから、 簡単なオブジェク ト作成ウ ィザードを使用して、 任意のデータベース  オ
ブジェク ト を作成できます。 以下は、 テーブル オブジェク ト作成ウ ィザードの使用例です。 データベース  オブジェ
ク トやその他のサポート されている要素すべてに対して Rapid SQL で提供されている他のオブジェク ト作成ウ ィザー
ド も、 これと よ く似ています。

1 [Tables] ノードを右ク リ ッ ク し、 [Create] を選択します。 テーブル作成ウィザードが開きます。

2 スキーマを選択し、 SAMPLE_TABLE という名前を入力します。 デフォルトの設定はそのままにして、 [Next 
>] をク リ ッ ク します。

3 Sample_Column1 という名前の列を 1 つ追加し、 文字のタイプを選択します。 [Add Column] ボタンや 
[Delete] ボタンを試したり、 列を選択してその属性を変更したり してみてください。

4 [Finish] をク リ ッ ク します。 [DDL View] ページを開き、 新規テーブルを作成するために使われる  DDL を表示

します。

5 [Launch Object Editor After Execute] をオフにし、 [Execute] をク リ ッ ク します。

Rapid SQL は、 このプラ ッ ト フォーム固有の SQL コードをビルド します。 このコードは、 構文的に正し く、 最初か
ら実行できるよ うになっています。 Rapid SQL のどのオブジェク ト作成ウ ィザードでも、 SQL のコーディングは必要
あ り ません。
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オブジェク ト  エディ タを使用した既存のオブジェク トの操作
オブジェク ト作成ウ ィザードには、 作成中のテーブルを自動的にエディ タで開くオプシ ョ ンがあ り ますが、 手動でエ
ディ タを開く こ と もできます。

1 データベース  エクスプローラで [Tables] ノードが展開されているこ とを確認し、 新規テーブルを右ク リ ッ ク

し、 [Open] を選択します。

オブジェク ト  エディ タには、 次のよ うな機能があ り ます。

• どのオブジェク ト  エディ タにも、 データベース  オブジェク トのタイプごとに、 複数のタブを持つ標準化さ

れたウ ィンド ウがあ り ます。

• どのオブジェク ト  エディ タにも、 オブジェク ト管理を容易にするために十分な機能を備えたツールバーがあ

り ます。

• Rapid SQL は、 基盤となる  DBMS のシステム カタログ、 構文、 および変更規則について十分な知識を持って

います。 このため、 ユーザーは、 その実行方法ではなく、 実行内容に集中できます。

• ド ロ ップダウン ボッ クスを利用して、 所有者とオブジェク トの間を簡単に移動できます。

• Rapid SQL のオブジェク ト  エディ タを利用する と、 本来なら面倒で間違いを起こしやすいスク リプ ト作成が

必要になる操作 （データ、 依存関係、 および権限を維持しつつ、 テーブル内で列の挿入や削除を行う操作な
ど） を、 簡単に実行できます。 Rapid SQL は、 データベース  カタログを解析してその構造を判断し、 広範囲

な変更に必要な SQL スク リプ ト を自動的に生成します。 たとえば、 テーブル全体の変更が必要な場合、

Rapid SQL が自動的にデータをアンロード と再読み込みしてくれるので、 面倒な作業がなくな り ます。

2 オブジェク ト  エディ タ  ウ ィンド ウを閉じます。
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オブジェク トの文書化とレポート作成
Rapid SQL には、 すべてのデータベース  オブジェク トに対応した多機能で詳細な HTML レポート作成機能があ り ま
す。 任意のオブジェク トに関するブラウザ対応のレポート を作成するには、 数回マウスをク リ ッ クするだけです。

1 [Tables] ノードを展開して任意のテーブルを右ク リ ッ ク し、 メニューから  [Report] を選択します。 [Generate 
Report] ダイアログが開きます。

2 [Detail Report (Report on each selected item)] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。 [Report] ダイアログが開

きます。

3 [Report Home Page File Name] に出力先のファイル名を入力します。 これは、 < ネッ ト ワーク  Web サーバー 
ディ レク ト リ > でもかまいません。

4 [Report Title] を入力して、 [Execute] をク リ ッ ク します。

HTML レポートが自動的に Rapid SQL のアプリ ケーシ ョ ン ワークスペースに表示されます。 以下に例を示しま

す。

この HTML レポートは、 新規ファイルと して保存したり、 上で指定したファイル名で参照したりするこ とができま
す。

メモ ： すべての HTML レポートはブラウザに対応しているため、 Web に直接公開するこ とができま

す。

コード、 ファイル、 データの操作
Rapid SQL は、 SQL コードの作成と実行、 およびデータの操作を行うために、 多くの機能と強力な開発ツールを提供
しています。

メモ ： 本評価ガイ ドの目的は、 Rapid SQL の主要な機能の概要について説明するこ とです。
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環境オプシ ョ ンの設定
[Options] ダイアログを利用する と、 Rapid SQL の開発環境を自分のニーズに合う よ うに設定できます。 

1 メニューから  [File ｜ Options] を選択します。 [Options] ダイアログが開きます。

[Options] ダイアログには、 オプシ ョ ン カテゴ リ ごとに 1 つのページがあ り ます。 左側のペインからオプシ ョ ン カ
テゴ リ を選択する と、 そのページのオプシ ョ ンを設定できます。 [OK] をク リ ッ クする と、 オプシ ョ ンが適用されま
す。

2 [Options] ダイアログを閉じます。

[Favorites] タブ
[Favorites] タブには、 すべてのサポート  DMBS の構文、 SQL 構文、 組み込み関数、 オプティマイザのヒン ト、 およ
び SQL 条件構文についてのド ラ ッグ アンド  ド ロ ップのライブラ リ  インターフェイスがあ り ます。 さ らに、 必要な
と きにすばやくアクセスできるよ うに、 よ く使われるコードを保存しておくカスタム フォルダを作成する機能もあ
り ます。

Favorites エクスプローラを開くには ：

1 [Explorer] ペインの下端の [Favorites] をク リ ッ ク します。 Favorites エクスプローラが表示されます。

2 [Microsoft] ノードを展開して、 [Schema] サブノードを展開します。

3 [Procedures] ノードを右ク リ ッ ク し、 [Open] を選択します。 選択されたコードが SQL エディ タ  ウ ィンド ウに

表示されます。 このコードはすぐに実行できる状態になっています。

4 エディ タ  ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク し、 コンテキス ト  メニューから  [Close] を選択します。
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Favorites エクスプローラにカスタム フォルダを追加するには ：

1 Favorites エクスプローラを開き、 [Favorites] フォルダを右ク リ ッ ク します。

2 メニューから  [New Folder] を選択します。 新規フォルダがツ リー ビューの一番下に追加されます。

スクリプ ト とファイルの操作
Rapid SQL では、 スク リプ ト を複数のデータベースに対して一度に実行できるよ うに、 SQL コードの自動生成機能を
拡張しています。 さ らに、 コードを直ちに、 も し くはスケジューリ ングして実行するためのオプシ ョ ンもあ り ます。

ファイル実行ツール

スク リプ ト実行ツールと同様に、 SQL スク リプ ト を含むファイルをファイル実行ツールに追加して、 それを直ちに、
も し くはスケジューリ ングして後から実行するこ とができます。 コードの出どころが異なる以外は、 サポート されて
いる機能はすべて同じです。

1 [Tools] メニューで [File Execution Facility] を選択します。 Rapid SQL によって [File Execution Facility] ダイ

アログ ボッ クスが表示されます。

2 実行対象のファイルを見つけるには、 [Add] をク リ ッ ク します。 [Add Files] ダイアログ ボッ クスを使用して、

ファ イルを見つけて選択します。

3 [Target] タブで、 スク リプ トの実行対象となるデータソースを選択します。

4 [Output] タブで、 希望の出力オプシ ョ ンを選択します。 この例の目的のためには、 [Graphical Output] を選択

します。

メモ ： スク リプ トに対してスケジューリ ング機能を有効にするには、 [File Output] オプシ ョ ンを選択

する必要があ り ます。

5 スク リプ トが実行されたこ とを示す通知を送信したい場合は、 [Notify] タブで、 通知先の情報を入力します。

6 ターゲッ ト  データソースに対してスク リプ ト を実行するには、 [Execute] をク リ ッ ク します。 それ以外の場合

は、 スク リプ ト を実行せずにダイアログを閉じます。

メモ ： 選択したデータソースごとに、 別々のスク リプ ト出力ウ ィンド ウが作成されます。

スクリプ ト実行ツール

[Tools] メニューではスク リプ ト実行ツールも提供されています。 ファ イル実行ツールと同様に、 実行対象のスク リ
プ ト をキー入力したり貼り付けるこ とができます。
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データの表示
Rapid SQL には、 データ参照のためのさまざまなオプシ ョ ンがあ り ます。 さ らに、 最も複雑な SQL 文さえもポイン
ト  アンド  ク リ ッ クで簡単に作成できる機能があ り ます。

Select * の参照

1 データベース  エクスプローラで、 [Explorer] タブを表示して、 [MS SQL Server] ノードを展開します。

2 テーブル データを持つ任意のデータベースを展開し、 [Tables] ノードを展開して、 1 つのテーブルを右ク リ ッ

ク します。 次に、 [SELECT * FROM] をク リ ッ ク します。

そのテーブルのすべての行と列が、 アクティブなワークスペースに表示されます。

3 ワークスペースを閉じます。

データソース エクスプローラのビュー設定の保持
1 [Explorer] ペイン上部にある、 展開可能な設定をク リ ッ ク します。

2 [Retain View Settings] を選択します。

次回は、 この状態でエクスプローラが開きます。 Rapid SQL を閉じたと きに存在していた接続はすべて再構築されま
す。
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データソース エクスプローラのブックマーク
Rapid SQL を利用する と、 頻繁にアクセスするデータベース  オブジェク トにブッ クマークを設定できます。

1 データソース  エクスプローラ  ツ リーの任意のノードを右ク リ ッ ク します。

2 [Add Bookmark] を選択します。 [Add Friendly Bookmark Name] ダイアログを使用して、 新しい名前を入力

し （省略可能）、 ブッ クマークを作成します。

ブッ クマークを定義する と、 [Bookmarks] メニューを使用して、 よ く使われるデータソースのリ ソースに簡単に移
動できます。
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ブックマーク  マネージャは、 ブッ クマークの保守を行います。

1 [Bookmarks ｜ Bookmark Manager] を選択します。

2 [Bookmark Manager] ダイアログを閉じます。

キーボード  シ ョート カッ ト とホッ トキーの設定
1 [Tools] メニューで [Customize] を選択します。

2 [Customize] ダイアログの [Keyboard] タブを選択します。

[Keyboard] タブは、 Rapid SQL の機能のすべての領域に対するキーボード  シ ョート カッ ト  ホッ ト キーを設定

するために使用します。

3 [Customize] ダイアログを閉じます。
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最近使用したデータソースの参照
1 [File ｜ Recent Datasources] を選択し、 データソースを選択します。

これによって、 エクスプローラ内のそのデータソースの場所に自動的に移動でき、 アクティブな接続で作業ができる
状態になり ます。

セッシ ョ ン 3 ： スク リプ ト作成
このセッシ ョ ンでは、 Rapid SQL の開発環境について説明します。

• コードの生成

• 右ク リ ッ ク機能

• 自動エラー検出と コーディング支援

• その他のコーディング支援

コードの生成
コード生成と コーディング支援のさまざまなオプシ ョ ンが提供されているため、 Rapid SQL を利用する と、 すべての
プラ ッ ト フォームにおいて熟練したレベルの開発が容易になり ます。

メモ ： 以降の例は、 本評価ガイ ドで以前登録した SQL Server 2000 の SAMPLE_DATASOURCE に対し

て作成されています。 これらの例は、 サポート しているプラ ッ ト フォームのどの登録済みデー
タソースにも適用できます。

コード生成ツール

コード生成ツールは、 ビューやテーブルに関わる完全な手続き、 関数、 またはパッケージを作成するために使用でき
ます。

1 メニューから  [Tools ｜ Code Generation Facility] を開きます。

2 ド ロ ップダウン リ ス ト  ボッ クスから  SAMPLE_DATASOURCE データソースと  [pubs] データベースを選択し

ます。
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3 [authors] テーブル、 入力列では [state]、 出力列ではすべての列を選択します。

4 コード  オプシ ョ ンでは [Select] を選択します。

5 生成されたスク リプ ト を保存するファイルを選択し、 [Open] をオンにします。

6 [OK] をク リ ッ ク します。 手続きを作成する  DDL が生成されて、 [DDL Editor] という編集可能なウ ィンド ウに

表示されます。 こ こで、 新規手続きの名前と、 生成されたコードを編集できます。 新規手続きの名前を
「sample_select_authors」 にします。
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7 （実行またはステップ実行） ボタンをク リ ッ ク し、 DDL を送信し手続きを作成します。

指定されたファイルが、 選択中のディ レク ト リに保存されます。

メモ ： 完全なス ト アド  プロシージャやパッケージを生成するために SQL 文のコーディングは必要あ

り ません。 必要であれば、 Rapid SQL を利用して、 生成されたすべてのコードをプレビューし

たり、 開発ニーズに合う よ うに編集できます。

右クリ ック機能
コード生成ツールと同様に、 右ク リ ッ クによるコード生成機能を使用して、 ビューやテーブルに関わる完全な手続
き、 関数、 またはパッケージを作成できます。

1 データベース  エクスプローラ  ツ リーから  [SAMPLE_DATASOURCE ｜ pubs ｜ Tables] サブノ ― ドを展開し

ます。

2. [authors] テーブルを右ク リ ッ ク します。
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3 [Generate ｜ Procedure ｜ Select] を選択します。

4 入力列では [state] を選択し、 出力列はすべて選択されたままにします。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 手続きを作成する  DDL が生成されて、 [DDL Editor] に表示されます。 新規手続きの

名前と、 生成されたコードを編集できます。 新規手続きの名前を 「sample_select_authors2」 にします。

6 （実行またはステップ実行） ボタンをク リ ッ ク し、 DDL を送信し手続きを作成します。
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自動エラー検出とコーディング支援
Rapid SQL には、 エラーを検出する機能、 エラーの防止に役立つコーディング支援機能、 スク リプ ト開発時のキー入
力を減らす機能など、 幅広い機能があ り ます。

これらの機能を有効にするには ：

1 [Files] メニューの [Options] を選択します。 [Options] ダイアログが開きます。

2 左側のペインで [ISQL] ノードを展開して、 [Code Assist] を選択します。

3 [Code Assist] ページで以下を確認します。

• [Enable Code Complete] がオンになっているこ とを確認します。

• [Severity levels for semantic validation problems] で [Warning] が選択されているこ とを確認します。

• [Enable Real-time syntax checking] がオンになっているこ とを確認します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

これらの機能を利用するには ：

1 [File] メニューの [New] をク リ ッ ク し、 [ISQL] をク リ ッ ク します。

Rapid SQL に [SQL Editor] ウ ィンド ウが開きます。 自分なりの方法 （自由形式で入力する、 ファ イルから取得

する、 コピーしたコードを貼り付けるなど） で SQL コードを追加できます。

2 「SELECT * FROM」 と入力し、 入力をやめます。

エラー状態が発生します。

キー入力の間隔が 1.5 秒になる と常に Rapid SQL が構文チェッ クを実行できます。 また、 自動構文チェッ クを

無効にしておいて、 手動でそれを起動したと きのみ、 構文チェッ クを実行するこ と もできます。 構文エラーの
注釈は、 問題が修正されるまで持続します。

3 今度は、 存在しないオブジェク トの名前を含むコード （たとえば、 「SELECT * FROM NON.OBJECT」） を入力

します。 今は、 ポップアップをすべて無視します。 直ちに構文の検証が行われて、 警告状態になり ます。

Rapid SQL で解決できないオブジェク トへの参照が、 スク リプ トに含まれている場合、 Rapid SQL はそれを通知

します。
34 RAPID SQL XE 2/8.0.1 ク イ ッ ク  ス ター ト  ガイ ド



チュー ト リ アル
4 「SELECT * FROM」 の後にスペースを入力し、 入力をやめます。 ポップアップが表示されない場合は、

Ctrl+Space を押します。 コード補完候補ボッ クスを利用して、 データベースやスキーマなどのオブジェク トや

オブジェク ト名コンポーネン ト を選択できます。 この機能によってキー入力を減らすこ とができ、 タイプ ミ ス
が最小になり ます。 これらの機能の完全な説明については、 オンライン ヘルプを参照してください。

5 現在の [SQL Editor] ウ ィンド ウを閉じます。

Rapid SQL の設定を復元するには ：

1 [Files] メニューの [Options] を選択します。 [Options] ダイアログが開きます。

2 [Code Assist] ページで、 [Restore defaults] ボタンをク リ ッ ク します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

その他のコーディング支援
Rapid SQL は、 使い易いコーディング支援機能を豊富に提供しています。 これらの機能は、 アプリ ケーシ ョ ンの至る
と ころで、 すべてのサポート  DBMS プラ ッ ト フォームに対して使用できます。 これらの支援は、 すぐに使用できる
コード  テンプレートや、 構文的に正しいコード  ブロ ッ クの形で提供されます。

SQL の貼り付け

1 データベース  エクスプローラ  ツ リーから  [SAMPLE_DATASOURCE ｜ pubs] サブノ ― ドを展開します。

2 [File ｜ New ｜ SQL] を選択し、 [SQL Editor] ウ ィンド ウを開きます。

3 [Edit ｜ Paste SQL Statement] を選択し、 [Paste SQL] ウ ィンド ウを開きます。
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4 [TABLES] リ ス トから、 [authors] を選択します。

5 [COLUMNS] リ ス トの下の [ALL] を選択します。

6 [Select] ラジオ ボタンをク リ ッ ク します。

7 [Paste Statement] をク リ ッ ク し、 生成されたコードを [SQL Editor] ウ ィンド ウにコピーします。

このステート メン ト をそのまま使用するこ と もできますし、 必要に応じてコードを変更するこ と もできます。

SQL 構文の貼り付け

1 [File ｜ New ｜ SQL] を選択し、 新しい [SQL Editor] ウ ィンド ウを開きます。

2 [Edit ｜ Paste SQL Syntax] を選択し、 [SQL Syntax for SQL Server] ウ ィンド ウを開きます。

3 テンプレート を選択して [Paste] をク リ ッ ク し、 コード  テンプレート を [SQL Editor] ウ ィンド ウにコピーしま

す。

4 独自のコードを追加して、 必要なオペレーシ ョ ンを完成させます。
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セッシ ョ ン 4 ： コード  ワークベンチでの作業
コード  ワークベンチを利用する と、 次の 2 つの SQL Editor 機能のためのリ ソースを構成できます。

• コード  テンプレート

• 自動置換

コード  テンプレートは、 開いているウ ィンド ウやスク リプ トに、 数回のキー操作で簡単に追加できる完全なコード  
ブロ ッ クです。 Ctrl+Space を入力する と、 [Code Assist] メニューが表示されます。 これを利用して、 エディ タ  
ウ ィンド ウに挿入するコード  テンプレート を選択できます。

自動置換を利用する と、 長い文字列を表すための、 数文字で構成されたシ ョート カッ ト を定義できます。 これらの自
動置換表現の箇所は、 スペース、 タブ、 リ ターンなどのアクティベーシ ョ ン イベン トが発生する と、 自動的に置換
文字列に置き換えられます。 この機能は、 1 行コマンドや SQL 文のサブセッ ト用のシ ョート カッ ト を作成する場合
に役立ちます。 また、 「the」 を 「teh」 に間違えるなどのよ くあるタイプ ミ スを検出して修正する場合にも役立ちま
す。

たとえば、 「Select * From」 を表すために 「sel」 という自動置換表現を定義したと します。

アクティベーシ ョ ン イベン トにスペースが含まれている場合、 「sel」 の後にスペースを入力する と、 次のよ うな置
換が実行されます。

Rapid SQL では、 起動時に自動置換と コード  テンプレートのデフォルトの定義セッ トが読み込まれます。 また、 これ
らの定義を追加、 編集、 削除するこ と もできます。 さ らに、 これらの定義をファイルに保存して、 後で特定の定義
セッ ト を読み込むこ と もできます。 これによって、 さまざまなプラ ッ ト フォームや開発プロジェク トに応じてテンプ
レート をカスタマイズできます。
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コード  ワークベンチの設定を起動するには ：

1 [Tools ｜ Code Workbench] を選択します。

[Settings] タブを利用する と、 自動置換やコード  テンプレートの機能を有効にできます。

2 [Code Templates] タブと  [Auto Replace] タブを確認します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。
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セッシ ョ ン 5 ： データベース プロジェク トの作成

Rapid SQL プロジェク トの新規作成
Rapid SQL は、 優れたチーム開発環境を提供します。 これを利用する と、 ラ イブ データベース  オブジェク ト を リ
バース  エンジニア リ ングしてオフラインの SQL ソース  コード  ファ イルを作成できます。 そして、 これらのファイ
ルを簡単にバージ ョ ン管理システム （VCS） に追加できます。 Rapid SQL は VCS とシームレスに統合されるため、
取得、 チェッ クアウ ト、 チェッ ク イン、 履歴、 差分などのすべてのバージ ョ ン管理操作が可能です。 この例では、
Microsoft SQL Server の pubs データベースのテーブル オブジェク ト を リバース  エンジニア リ ングして Rapid SQL プ
ロジェク ト を作成します。 次に、 このプロジェク ト を Microsoft Visual SourceSafe によるバージ ョ ン管理に追加しま
す。

1 [File ｜ New ｜ Project] を選択し、 ウ ィザードを開きます。

2 名前と して 「sample_project」 を入力し、 VSS データベースを含むディ レク ト リ を参照して選択します。 説明

を入力します （省略可能）。 [From Database] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

3 [SAMPLE_DATASOURCE] を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

4 [pubs] を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

5 所有者と して [dbo] を選択します。 オブジェク ト  タイプ選択ウ ィンド ウを右ク リ ッ ク し、 すべてのオプシ ョ ン

をオフにします。 [Tables] のみをオンにします。 [Extract Scope] の下の [Selected Objects Only] を選択しま

す。 [Next >] をク リ ッ ク します。

6 [authors]、 [discounts]、 [employees] テーブルのみを選択します。

7 オンになっているすべてのテーブル オプシ ョ ンをオフにします。 [Next >] をク リ ッ ク します。

8 [Retain] を選択します。 [Next >] をク リ ッ ク します。

9 最終ページをプレビューし、 [Execute] をク リ ッ ク します。
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以上で終了です。 これで、 作業中のデータベース  プロジェク トが正常に作成されました。 こ こで、 このプロジェク
ト をバージ ョ ン管理に追加できます。 プロンプ トが表示されたら  [Yes] をク リ ッ ク し、 ダイアログの指示に従うか、
プロジェク ト  エクスプローラ  ツ リー内でプロジェク ト を右ク リ ッ ク します。 こ こでは、 本ガイ ドの目的に沿って、
[Yes] を選択します。

バージ ョ ン管理へのプロジェク トの追加 （Microsoft Visual SourceSafe の例）
プロジェク トが作成される と、 Rapid SQL は自動的にプロジェク ト  ファ イルを、 選択中の VCS ソ リ ューシ ョ ンに追
加するかど うか確認してきます。 次のダイアログが表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力したら、 プロジェク ト  データベース  フォルダを参照して選択します。
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後は、 プロジェク ト名を入力するだけです。

以上で終了です。 次のメ ッセージは、 プロジェク トが正常にバージ ョ ン管理下に置かれたこ とを表します。

セッシ ョ ン 6 ： ビジュアル クエリ  ビルダ
Rapid SQL のビジュアル クエ リ  ビルダを使用する と、 ポイン ト  アンド  ク リ ッ クの簡単な操作で複雑な SQL 文を作
成できます。

1 データベース  エクスプローラ  ツ リーから、 [authors] テーブルを右ク リ ッ ク し、 [Build Query] を選択します。

[authors] テーブルが自動的にクエリ  ビルダのワークスペースに追加されます。

2 [Tables/Views] タブで、 [titleauthor] テーブルを右ク リ ッ ク し、 [Add] を選択します。

これらのテーブルは、 同じ名前とデータ型を持つ列によってジ ョ インされている と自動的に認識されます。
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3 [DML] タブをク リ ッ ク し、 ビジュアル クエ リ  ビルダで作成する句とオプシ ョ ンを開きます。 任意の句を右ク

リ ッ クする と、 簡単にコードをクエ リに追加できます。

4 [authors] テーブル内の [au_lname]、 [au_fname]、 および [phone] の各チェッ クボッ クスをオンにします。

下側のペインには、 作成中のクエリが表示されます。
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5 [Execute] ボタンをク リ ッ ク してクエ リ を実行します。

実行結果が下側のウ ィンド ウに表示されます。

クエ リ  ビルダを閉じる前に、 その他のオプシ ョ ンを試します。 クエ リ  ビルダ ウ ィンド ウの上端のド ロ ップダウンか
ら別のステート メン ト  タイプ （Insert、 Update など） を選択してみます。 [DML] タブで別の句を使用します。

メモ ： ビジュアル クエ リ  ビルダのセッシ ョ ンは、 いずれも後で使用できるよ う ファ イルに保存できま

す。

セッシ ョ ン 7 ： ライブ データ  エディ タ
1 データベース  エクスプローラ  ツ リーから、 [authors] テーブルを右ク リ ッ ク し、 [Edit Data] を選択します。

2 [Data Editor Filter] ダイアログで [Add All] をク リ ッ ク し、 すべての列を編集セッシ ョ ンに追加します。

こ こで、 希望のデータのみをフ ィルタ リ ングする  WHERE 句を追加できます。 Rapid SQL は、 編集対象のデー

タを取得するための SQL を Select 文領域に作成します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。 データ  エディ タが開きます。

ツールバーの左にド ロ ップダウン ボッ クスがあ り ます。 編集ウ ィンド ウには、 [LIVE] モード と  [BATCH] モードがあ
り ます。

• [LIVE] モードでは、 新しい行に移動するたびに変更がコ ミ ッ ト されます。

• [BATCH] モードでは、 ウ ィンド ウ内を移動して、 準備ができたと きに変更をコ ミ ッ トできます。 [BATCH] 
モードで加えられた変更は、 [Reload Data] アイコンを選択するこ とによってキャンセルできます。
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セッシ ョ ン中に [Filter Data] アイコンを選択する と、 いつでもフ ィルタ  パラ メータを変更できます。

セッシ ョ ン 8 ： コード  アナリスト
コード  アナリ ス ト を利用する と、 実行可能なデータベース  オブジェク ト （ス ト アド  プロシージャ と関数を含む） に
ついての実行時の統計を取るこ とができます。 1 つのオブジェク トの統計情報を把握するだけでなく、 複数のオブ
ジェク ト をグループにまとめるこ と もできます。

使い始めるには ：

1 [Tools ｜ Code Analyst] を選択します。

メモ ： コード  アナリ ス ト を実行するために、データベース上に 5 つのリポジ ト リ  テーブルを作成しま

す。 これらのテーブルをインス トールするデータベースを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

テーブルがインス トールされたら、 セッシ ョ ンの定義を開始できます。

2 コード  アナリ ス ト  ツールバーの [Create New Collection] ボタンをク リ ッ ク します。

3 [Code Analyst Object Selection] ダイアログが開くので、 [Session Name] を指定し、 実行するオブジェク ト

を探して選択し、 [Next >] をク リ ッ ク します。
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4 [Code Analyst Object Initialization] ダイアログで、 必要に応じて入力パラ メータを指定し、 実行順序を変更

し、 設定が終われば [Finish] をク リ ッ ク します。

セッシ ョ ンが実行される と、 実行時間の合計が [Run Summary] タブに表示されます。

5 他のタブを選択する と、 選択したオブジェク トについての実行の詳細情報を、 表やグラフで表示するこ とがで
きます。 以下に例を示します。

• [Run Detail] タブには、 セッシ ョ ンを構成するさまざまなオブジェク トの詳細が表示されます。

• [Unit Detail] タブには、 個々の SQL 文の時間測定値が含まれています。

6 [Code Analyst] ウ ィンド ウを閉じます。

セッシ ョ ン 9 ： SQL のデバッグとプロファイリング
Rapid SQL では、 コードをテス ト し、 最適化するための以下のツールを提供しています。

• SQL のデバッグ

• SQL のプロファイ リ ング （Oracle のみ）
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SQL のデバッグ
SQL デバッガは、 データベース開発の生産性向上のためのも う  1 つのツールです。 これを利用する と、 Oracle の関数
だけでなく、 SQL Server、 Oracle、 Sybase、 または DB2 のス ト アド  プロシージャもデバッグできます。 SQL デバッガ
は、 コーディング エラーを見つける作業を容易にします。

1 エクスプローラで [Procedure] ノードまたは [Function] ノードを展開します。

2 オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 コンテキス ト  メニューから  [Debug] を選択します。

3 手続きまたは関数に入力パラ メータが含まれている場合は、 [Procedure Execution] ウ ィンド ウで、 これらの

値を入力するよ うに求められます。

4 値 （複数可） を入力し、 [Continue] をク リ ッ ク します。

ヒン ト ： Rapid SQL を利用する と、 後で使用するために、 入力変数の値をファイルに保存できます。 こ

の機能は、 た く さんの入力変数を持つ手続き / 関数を繰り返し実行する必要がある場合に便利

です。

アプリ ケーシ ョ ンに SQL デバッガのインターフェイスが開きます。
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SQL デバッガには、 基本的な実行、 1 行単位の実行、 ブレークポイン トのサポート、 その他の一般的なデバッグ機能
が備わっています。 詳細については、 関連するオンライン ヘルプのト ピッ クを参照してください。

SQL のプロファイリング （Oracle のみ）
Rapid SQL に付属の SQL プロファイラを利用する と、 プログラム可能なさまざまな PL/SQL オブジェク トがデータ
ベース内で実行されたと きの測定を行う こ とができます。 そして、 Oracle パッケージのよ うなオブジェク トの総実行
時間を計算してから、 PL/SQL コードの各行の実行時間を計算するこ とによって、 パフォーマンスのボ トルネッ クを
すばやく識別できます。 この情報は、 ド リルダウン形式で簡単に参照できます。

1 プロファイル セッシ ョ ンを開始するには、 [Tools] メニューから  [SQL Profiler ｜ Start] を選択します。

2 プロファイル セッシ ョ ンの名前を入力するか、 ド ロ ップダウンから既存の名前を選択します。 [OK] をク リ ッ

ク します。 これで、 プロファ イル セッシ ョ ンがアクティブになり ます。
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3 測定対象のプログラム可能オブジェク ト （ス ト アド  プロシージャなど） を実行します。

4 実行が終了したら、 [Tools ｜ SQL Profiler ｜ Stop] を選択します。 [SQL Profiler - Stop] ダイアログが表示さ

れ、 オプシ ョ ンの選択が求められます。

5 [Stop] をク リ ッ ク します。

6 エクスプローラで、 [PL/SQL Code Profiling] ノードを展開します。
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7 プロファイル セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 [Run Summary] を選択します。 [Run Summary] ウ ィンド ウが開き

ます。

8 セッシ ョ ンを選択し、 右ク リ ッ ク  メニューから  [Run Detail] を選択します。 [Run Detail] 画面には、 この実行

に対する測定値をグラフ ィ ッ ク形式とテキス ト形式の両方で表示できます。

9 データの詳細を参照するには、 1 つのユニッ ト を選択して、 右ク リ ッ ク  メニューから  [Unit Detail] を選択しま

す。 [Source] ウ ィンド ウをスクロールして、 ステート メン ト ごとの実行時間を参照します。

10 2 つのケースを比較するには、 [Run Summary] 画面から、 比較したい 2 つのケースを選択し （2 つ目のケース

を選択するには、 Shift を押しながら ク リ ッ クする）、 右ク リ ッ ク  メニューから  [Compare] を選択します。

[SQL Profiler Run Comparison] 画面が表示されます。

プロファ イ リ ングの詳細については、 関連するオンライン ヘルプのト ピッ クを参照してください。
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このリ リースでは、 以下のカテゴ リで機能の追加や更新が行われています。

• サポート対象 DBMS バージ ョ ンの更新

• SQL Server 機能のサポート

• Oracle 機能のサポート

• Sybase 機能のサポート

• データソース / サーバーの更新

• Unicode 関連の更新

• SQL エディ タ

• ユーザー インターフェイスの変更と関連機能

サポート対象 DBMS バージョ ンの更新
Rapid SQL で、 IBM DB2 for Linux/Unix/Windows バージ ョ ン 9.7 をサポートするよ うになり ました。 現在の Rapid SQL 
の機能はすべて、 このプラ ッ ト フォーム バージ ョ ンで使用できます。

SQL Server 機能のサポート
以下のト ピッ クでは、 SQL Server 機能のサポートの更新された部分について説明します。

シノニムのサポート

このリ リースでは、 SQL Server のシノニムがサポート されるよ うにな り ました。 SQL 文で使用する  1 部構成のオブ
ジェク ト名を作成して、 部分修飾から完全修飾の多部構成のオブジェク ト名を参照するこ とができます。 新しいウ ィ
ザードやエディ タが提供されているほか、 基本的な一連のオブジェク ト操作も使用できます。

テ
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テーブルとインデックスのパーティシ ョニング

このリ リースでは、 SQL Server におけるテーブルと インデッ クスのパーティシ ョ ニングがサポート されるよ うにな り
ました。 ウ ィザード とエディ タの両方に、 パーティシ ョニングを有効にするための [Partitioned] プロパティ と、
ファ イル グループのマッピングを指定するための新しいオブジェク ト  タイプを参照する  [Partition Scheme] プロパ
ティ とが追加されています。 この [Partition Scheme] は、 さ らに、 指定された列の値に基づいてテーブルやインデッ ク
スの行をパーティシ ョ ンにマッピングする、 パーティシ ョ ン関数という新しいオブジェク ト  タイプを参照していま
す。

これらの新しいオブジェク ト  タイプには、 ウ ィザードやエディ タやオブジェク トの操作が一式揃っています。

フルテキスト検索のサポート

フルテキス ト  カタログやフルテキス ト  インデッ クスが Rapid SQL のオブジェク ト  タイプでサポート され、 言語検索
や近接検索のためのインデッ クス と、 そのインデッ クスを格納するファイルをセッ ト アップできるよ うになり まし
た。
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関連するオブジェク ト  アクシ ョ ンが一式提供されているため、 カタログの再構築、 小さいインデッ クスのマージ、
インデッ クスの有効化 / 無効化、 インデッ クス作成用のネイティブ コン ト ロール オプシ ョ ンの提供を行う こ とがで
きます。

DDL ト リガ

Rapid SQL で SQL Server DDL ト リ ガをサポートするよ うになり ました。 この ト リガは、 DDL イベン トに応答して起
動します。 サポート内容は以下のとおりです。

• データベース  ト リ ガ オブジェク ト  タイプ - CREATE TRIGGER... ON DATABASE 文を構築して送信します

[Change Status] オブジェク ト  アクシ ョ ンを使用する と、 ト リガを有効または無効にするこ とができます。

Oracle 機能のサポート
以下のト ピッ クでは、 Oracle 機能のサポートの更新された部分について説明します。
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[Analyze] オブジェク ト  アクシ ョ ンで使用できる DBMS_STATS 手続き呼び出し

ク ラスタ、 インデッ クス （主キー、 一意キー）、 テーブルに対して実行可能な [Analyze] オブジェク ト  アクシ ョ ン
で、 DBMS_STATS パッケージの手続き呼び出しに対応するオプシ ョ ンを提供するよ うにな り ました。 以下の表は、
[Analyze] ウ ィザードで設定可能な新しい Rapid SQL オプシ ョ ンと、 そのオプシ ョ ンに対応して生成される  
DBMS_STATS 手続き呼び出しをま とめたものです。

仮想列

Oracle 11g データソースに対して、 Rapid SQL で仮想列をサポートするよ うにな り ました。 テーブル エディ タで列を
定義する と きに、 新しい [Virtual] プロパティを使用する と、 列が仮想である と定義できます。 その後、 [Default 
Value] コン ト ロールを使用して、 仮想列を定義する有効な Oracle 列式を入力します。

使用禁止のインデックス パーティシ ョ ンの可視性

パーティシ ョ ン インデッ クスをインデッ クス  エディ タで開く と、 [Partition] タブに、 Oracle でパーティシ ョ ン定義
が使用禁止になっているかど うかが表示されるよ うにな り ました。

一時テーブルスペース グループのサポート

テーブルスペース  ウ ィザードで、 [TEMPORARY] のテーブルスペースの作成時に [Tablespace Group] コン ト ロー
ルを使用できるよ うにな り ました。

Rapid SQL [Analyze] ウィザードのオ
プシ ョ ン

生成される DBMS_STATS 呼び出し

[Gather Statistics] DBMS_STATS.GATHER_INDEX_STATS

DBMS_STATS.GATHER_TABLE_STATS 

[Delete Statistics] DBMS_STATS.DELETE_INDEX_STATS

DBMS_STATS.DELETE_TABLE_STATS

[Import Statistics] DBMS_STATS.IMPORT_INDEX_STATS

DBMS_STATS.IMPORT_TABLE_STATS
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一時テーブルスペース  グループがサポート されるこ とで、 以下の利点が生じます。

•  データベース  レベルで複数のデフォルト一時テーブルスペースを指定できます。

• ユーザーは、 異なる複数のセッシ ョ ンで、 複数の一時テーブルスペースを同時に使用できます。

• 1 つの SQL 操作で複数の一時テーブルスペースを使ってソート を行う こ とができます。

不可視索引

Oracle 11g データソースに対して、 Rapid SQL で不可視索引をサポートするよ うにな り ました。 インデッ クス  ウ ィ
ザード と インデッ クス  エディ タの両方に [Invisible] プロパティがあ り ます。 このプロパティを使用する と、 イン
デッ クスの作成または変更用に生成する  DDL の CREATE INDEX 文に、 INVISIBLE 句を含めるこ とができます。 オプ
ティマイザでクエ リ時に不可視索引を使用できるのは、 OPTIMIZER_USE_INVISIBLE_INDEXES パラ メータがセッ
シ ョ ン レベルまたはシステム レベルで TRUE に設定されている場合のみです。

読み取り専用テーブルのサポート

新しい [Change Access Status] アクシ ョ ンを使用する と、 テーブルの読み取り専用モード と読み取り / 書き込み
モード とを切り替えるこ とができます。
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Oracle テーブル エディ タおよび Oracle テーブル ブラウザでの Oracle テーブルの表示はどちら も、 現在の読み取り専
用モードの状態を示すよ うに更新されています。

テーブル再編成の [Online ] オプシ ョ ン

Oracle テーブルに対して実行する場合に、 [Reorganize] オブジェク ト  アクシ ョ ンで [Online] オプシ ョ ンを指定でき
るよ うにな り ました。 オンライン再編成の途中でも、 SELECT や UPDATE などの DML 文を使ってテーブルにアクセ
スするこ とができます。

オンライン再編成は DBMS_REDEFINITION 手続きを使って実装されています。 DBMS_REDEFINITION は、 Oracle の
オンライン テーブル再編成パッケージであ り、 Oracle 9i で提供されています。

リサイクル ビンのサポート

このリ リースでは Oracle リサイ クル ビンのサポートが追加されているため、 明示的に完全削除しない限り、 削除し
たテーブルやそれに関連するオブジェク ト を保持するこ とができます。 リサイ クル ビンは、 データソース  ノード  レ
ベルで有効または無効にするこ とができます。
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新機能
[Recycle Bin] ノードを展開する と、 リサイ クル ビンの現在の内容が表示されます。 現在リサイクル ビンに入ってい
るオブジェク トに対して実行できるオブジェク ト  アクシ ョ ンには、 完全削除、 復元、 クエ リのさまざまなオプシ ョ
ンがあ り ます。

[Flashback Table] アクシ ョ ンのサポート

Oracle テーブルに対して [Flashback Table] アクシ ョ ンを実行できるよ うにな り、 テーブルを以前の状態に復元でき
るよ うにな り ました。 オプシ ョ ンを使用するこ とで、 タイムスタンプや、 SCN、 定義済みのリ ス ト ア ポイン トに復
元するこ とができます。 リサイ クル ビンに入れられたテーブルの場合には、 削除される前の状態にテーブルを復元す
るこ とができます。
RAPID SQL XE 2/8.0.1 ク イ ッ ク  ス ター ト  ガイ ド 57



新機能
Sybase 機能のサポート
以下のト ピッ クでは、 Sybase 機能のサポートの更新された部分について説明します。

ログイン ト リガのサポート

ユーザーのログインが成功するたびに手続きを実行するよ う、 ログインを構成できるよ うにな り ました。 [Add/
Modify Login Trigger] オブジェク ト  アクシ ョ ンによ り、 ユーザーのデフォルト  データベースに対する任意のス ト ア
ド  プロシージャをログイン ト リ ガと して構成できます。 [Drop Login Trigger] オブジェク ト  アクシ ョ ンを使用する
と、 構成済みのログイン ト リ ガをログインから削除できます。

ログインにログイン ト リ ガを構成する と、 そのス ト アド  プロシージャ名はログイン エディ タに [Login trigger] プロ
パティ と して表示されます。

sp_hidetext のサポート

このリ リースでは、 sp_hidetext システム手続きをサポートするよ うになり ました。 新しい [Hide Text] オブジェク ト  
アクシ ョ ンを使用する と、 サポート対象のコンパイル済みオブジェク トのソース  テキス ト を非表示にするこ とがで
きます。
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新機能
INSTEAD OF ト リガ

INSTEAD OF 形式の CREATE TRIGGER 文をサポートするよ うに、 ト リガ ウ ィザード と ト リガ エディ タが更新され
ました。 現在は、 ト リガの [Parent Type] に [View] を選択する と、 ウ ィザードによってカスタマイズ可能な 
INSTEAD OF ト リ ガ コード構文が生成され、 [Definition] タブに表示されます。

ユーザー定義関数

このリ リースでは、 Sybase のユーザー定義関数をサポート します。 新しいウ ィザード とエディ タが追加されていま
す。 ウ ィザードによって CREATE FUNCTION 構文が生成されるので、 そこに関数本体を作成するこ とができます。 
基本的な一連のオブジェク ト操作も提供されています。
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新機能
データソース / サーバーの更新

使用可能な JDBC ド ライバ

データソースの登録や編集の際に、 ほとんどのサードパーティ製 JDBC ド ラ イバ オプシ ョ ンが使用できなくな り ま
した。 InterBase データソースが唯一の例外です。

現在のセッシ ョ ンのロールのアクテ ィブ化

Oracle および Sybase のデータソースで、 現在のセッシ ョ ンの現在のログインまたはユーザーに対して、 ロールをア
クティブ化したり非アクティブ化するこ とができるよ うにな り ました。 この [Role Activation] 機能によって、 SET 
ROLE コマンドを構築して送信するこ とができます。

Unicode 関連の更新
SQL エディ タ とデータ  エディ タでの Unicode 文字の処理が改善されました。 内容は次のとおりです。

• エンコードの検出とファ イルを保存したり開く場合のオプシ ョ ンが改善されました。

• さまざまな BOM やエンディアンの UTF-8、 UTF-16、 UTF-32 エンコードが利用できるよ うになり ました。

• サロゲート  ペアや複数の Unicode 文字から構成される文字 （LTR スク リプ トのみ） の処理が、 Windows Vista お
よび Windows 7 のサポート と一致するよ うになり ました。

SQL エディ タ

[Query Options] での Sybase Set オプシ ョ ンのテキスト形式メ ッセージのサポート  

sa_role を使用しているか、 set tracing 権限を持っている場合に、 クエ リ環境を設定してテキス ト形式で診断出力を

生成できるよ うにな り ました。 [Query Options] ダイアログでは、 [Set] コマンド用の、 [show...] で始まるオプシ ョ

ン群をすべて提供するよ うにな り ました。
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新機能
ユーザー インターフェイスの変更と関連機能
これまでのリ リースから継続して、 このリ リースでもオブジェク ト管理用のエディ タやウ ィザードを改訂していま
す。 以下は、 それを DBMS プラ ッ ト フォームごとにま とめたものです。

• Oracle - テーブルスペース

• SQL Server - ログイン

• Sybase - ログイン、 グループ、 ユーザー メ ッセージ
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